
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界遺産熊野の四季 「草木花巡礼」 

松本純一・写真展 

 世界遺産の地熊野に生育する植物は、複雑で多様な植物相を形成、熊野
地域の固有種とされる『クルマギク』、紀伊半島の固有種『キイハナネコ

ノメ』、襲速紀要素の植物『ミヤマコナスビ』等地域性を示す種が多いな

どの特徴があります。今回は、熊野古道沿いに咲く山野草を中心に紀伊半
島南部で出会った花々の写真を展示させていただきました。 

 拙い作品ですがご笑覧いただければ幸いです。 

                        ～ 松本純一 ～ 

 2020 年 7 月 7 日（火）～8 月 30 日（日）AM9：00～PM5：00 

 世界遺産熊野本宮館 北棟企画展示スペース 

〒647-1731 和歌山県田辺市本宮町本宮 100-1 TEL 0735-42-0751 

松本純一プロフィール 

田辺市文化財審議委員・熊野本宮語り部の会副会長・元世界遺産熊野本宮館館長 

1947 年田辺市本宮町に生まれる。 

田辺市役所退職を機に、世界遺産熊野を主な活動範囲として、紀伊半島南部の山野

を巡り花の写真撮影を始める。 


